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●研究テーマ 

動機

内容

まとめや感想

絶滅に瀕する野鳥の生態を探る part３
ハヤブサとチョウゲンボウ　
福井大学教育地域科学部附属中学校3年

　福井県で過去に記録があった野鳥の内、28.1％が絶滅危惧種である。今後、コウノトリの

ように絶滅する野鳥が出てくる可能性があると考え、絶滅危惧種の野鳥を守るための研究

を始めた。

　小学校1年生から続けてきた自由研究の最後となる今年、僕の名前の由来となった「隼」

の研究で、最優秀賞をいただくことができてとてもうれしい。これからも隼たちを見守って

いきたい。

　今年の研究対象は、福井県で繁殖し、僕の名前の由来であるハヤブサ科の「ハヤブサ」と

「チョウゲンボウ」とした。

　調査では、彼らの営巣環境を調べて好む環境条件を明らかにし、守るために必要なことを

考察した。

　その結果、ハヤブサは、海岸部から内陸部の高い崖か、崖のような人工壁面を利用して繁

殖しており、餌は中小型の鳥類であった。

　このことから、ハヤブサが繁殖できる環境には、“高い壁”とその壁が作り出す広い空間、

さらには餌となる鳥類の多さが欠かせないと考えられる。

　一方、チョウゲンボウは河川敷や農耕地が広がる環境の人工建築物を利用して繁殖し、餌

は野ネズミ、小鳥類、昆虫類などであった。

　このことから、チョウゲンボウが繁殖していくには、巣を作ることができる人工建築物の

維持、餌となる小動物の多い河川敷や農耕地などの草原環境の保全が必要であると考えら

れる。
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